宵 ( 一 幕) 



宫本 百合 子 



中 西 良 三 (小児科医) 三十 四 歳 

同 やす子 (良 三の 妻) 二十 三 歳 

同 つや子 (彼等の 幼児) 二つ 

たみ (子守 女) 十七 歳 

書生 



東京 巿内 静かな 山の手 



やす子 (少し 延び 上って、 卓子の 中央に 煮えて いる 

寄せ鍋の 加減 を 見る) どう？ お 加減 は。 もう 少し 足 

しましょう か？ 

良 三 結構 だよ。 有難う、 お前 もお あがりな、 まあ 

そう 気 を 揉むな よ。 

やす子 (笑う) 気なん か 揉み やしません わ、 だけれ 

ど、 どうかと 思って 

二人とも 黙って 箸 を 運ぶ、 平和な 静けさ。 突然、 



やす子 ああ、 忘れて いた！ (と 云いながら 良人の 顔 

を 見る。) 先刻ね、 津 本さん からお 電話が 掛リ ましてよ。 

良 三 ほう. 可 だ ッて？ 

やす子 矢張りい つものお 嬢さん のこと。 二三 日 前 か 

ら どうも 工合が よくない から、 今夜で も 来て くれ つ て 

おっしゃ るの。 だけれ ども、 まだお 帰りがなかった か 

ら、 とにかく 御用の 趣 だけ は 申し 伝えます、 と 云って 

置きました わ …… ( 一 種の 表情) それにして もま ああ 

のお 家 じゃあ、 よく お嬢さんに 病気 許り させて いらつ 

しゃる のね、 先月 だって どこか 苦情が おありに なった 

ん でしよう？ 



良 三 可哀 そうに。 まさか 病気 を 「させ」 る 積り じ や 

あある まいが —— とにかく 弱い こと は 弱い ね。 

やす子 でも、 私 あの方のお 家 を 見る と、 ただ 生れつ 

き 弱い からと いう 許り じゃあな いように 思えます わ。 

おかあさま なんか、 まるで 家に 落 付いてい らっしゃら 

な いんです もの。 いつだつて、 熱度の 計りよう も 知ら 

ないような 女中 だか 家庭教師 だか 見たい な 人ば かり、 

電話に 出 るんで すの よ。 

良 三 (苦笑) まあいい さね、 どうで も。 津本 のこ 

とは津 本の こと だ。 そう 憤慨し ずに 御飯で もよ そって 

おくれ。 (茶碗 を 出す) 



やす子 (無条件な 笑顔) だって …… 子供が 可哀 そう 

です わ (飯 を 盛って 渡す。 また 真面目な 表情) —— だ 

けれど、 ああい う 方なん か、 どんな 心 持で 御 自分の 子 

供 を 見て いら つ しゃ るんで しょうね。 

貴方、 そうお 思いな さらな くって？ わざわざ 貧民の 

子供なん か を 集めて 世話を焼きながら、 御 自分の 子 は、 

馬鹿み たいな 雇人 まかせで 安心して いら つ しゃる なん 

て、 私に は 到底 分りません わ。 

良 三 (幸福 を 感じつつ 揶揄す る) それ は、 お前 は 

偉い さ。 何に しろ 模範的 賢母なん だからね、 つや子が 

さぞ 素晴らしい ものになる だろう よ。 



やす子 …… (微笑) 

良 三 然し、 また、 柳 田の 奥さんみ たいでも 堪らな 

かま 

いからな。 いくら 拘わない のがい けない からって、 あ 

あ 子供と 医者と で 討死し ちまうよう じゃあ 助からない 

やす子 (はっき リ して、 良人 を 見る) まあ、 そんな？ 

良 三 一遍 行って 会って 御覧、 大抵の 者 はいい 加減 

毒気 を 抜かれる よ。 

やす子 (苦笑) …… 

ところへ、 書生、 夕刊 二 枚 許りと 一緒に、 三 四 通の 手 

紙 を 持って来る。 



書 生 これが 参りました。 

やす子 はい、 どうも有難う。 二 まとめに して それ 

等 を 良人に 渡す。 書生 去る。 良 三、 箸 を 持った まま、 

先ず 上の 封書 を 開き 黙読す る) 〔# 底本で は、 この ト書 

きのみ 2 行 目から 天より 4 字 下げ〕 

やす子 (静に 鉄瓶から 茶碗に 湯 を 注ぐ。 良人の 方 を 

眺めながら) 何方から？ 

良 三 山 田 さ。 …… また 朝鮮から 出て 来たから、 土 

曜の晚 にで も、 一緒に 飯 を 食いたい つて 云って 寄 来し 

たの だ。 



やす子 そうお。 よくお 出られになる のね。 その くら 

い 自由が 利けば、 朝鮮 も 悪くありません わね。 うちへ 

お呼びしても よろしい ことよ。 (夕刊 を 取ろうと して、 

一 つの 封書に 目 をつ ける。 ふと、 意外 だとい う 表情) 

まあ！ 一 寸。 (手紙 を 取り あげる) 柳 田さん の 奥 さ 

ん から 何 か 来まして よ、 噂 すれば 影ね —— 何でしょう、 

まさ子つ て あの方でしょう？ 

良 三 (読み かけの 手紙から チラ リ とその 方 を 見) 

へえ—、 何だろう、 まさ子なら そうだね。 (読み終った 

の を 手早く 封筒に 入れ、 やす子の 出す、 灰色つ ぼい 手 

紙 をと る。 裏表 を かえして 見) 何が 起つ たんだろう。 



やす子 (箸箱へ、 良人と 自分との 箸 をし まいながら、 

時々 くり 拡げられる 巻紙 を 見る) 短い じゃあ ありませ 

んの。 

良 三 うむ。 (注意 を 全く 手紙に 奪れ ている。 読む 

につれ て、 次第に 陰気な、 険しい 表情が 眉宇の 間に 漲つ 

て 来る) 

やす子 (それに 心 付き、 心配そう に 小声で 訊く) ど 

うなす つたの？ 

良 三 (無言。 口元が 激した 感情で、 次第に 緊張し 

て 来る。 読み終る と、 ぞんざいに、 巻紙 を 拡げた まま 

卓子の 上に なげ 出す) フム！ (溜息と 共に 吐く) 



やす子 (思わず 愕然とす る) まあ！ どうな すった 

のよ、 ほんと に。 (手紙と 良 三 を 素早く 見較べる) 何と 

云って お 寄 来しに なり ましたの、 見ても いいで しょ 

う？ (手紙 を 取ろうと する) 

良 三 まあお 待ち。 僕が 読んで やる。 (感情 を 強い 

て 制した 語勢) あの 奥さんが、 また 芝居気 を 出した の 

さ。 つまらない。 こんな もの を 寄 来して、 どうしょう 

と いうんだ！ 

やす子 そんなに 亢奮な すった つて 仕様がない じゃあ 

ない の？ だから 何と 云って お 寄 来しに なり ましたつ 

て 云う のに。 



良 三 じゃあい いかね、 読む よ (わざと、 手紙に 対 

しての 侮蔑 を 示す ような、 おどけ かた) よく 聞いて お 

いで。 (以下 文面) 

拝啓、 朝夕 は 風 も 身にしみる 時節と なりました。 先生 

は 相 変らず 御 健勝、 御 活動の ことと 大慶に 存じ 上げ ま 

す。 さて、 いつぞや 御 来診 を 願いまして、 本意 を 遂げ 

ませんで した 幼児 は、 以来 引続き、 その 健康 を 気づか 

われて おり ましたが、 ついに、 昨 二十 一日、 午前 十一 

時半、 あらゆる 母の 希 願 を 空しく して、 果敢なく なつ 

てし まいました。 



やす子 (思わず) まあ —— 〔# 「 —— 」 は 横 1 文字、 

1-8-75〕 

良 三 (おっかぶせ) これからが 聞き ものな のさ。 

(文面) 

勿論、 今と なりまして は 総て 返らぬ 繰 言 でございます。 

何) 」 とも 定められ た 運命と 思 い 諦める より、 致し かた 

は ございません。 

けれども、 母の 身と なりまして は、 せめてこう なり ま 

す 前、 一 度で も、 斯界の 泰斗と して 衆望 を聚 めら れる 



良 三 どうだい？ (やす子が 涙 を 目一杯に している 

の を 見て、 我知らず 調子 を 変える) 勿論 僕 だって、 子 

供に 死なれた こと は 幾重に も 同情す る さ。 親の 身に 

なったら 全く 堪る まいから な、 然し、 自分の 子供が 死 

ん だからって、 何も、 僕に こんな 意味深長な 矢文 を投 

げて寄 来さな いだって いい じゃあな いか？ 底意が 癩 

に 触る。 どうしろ と 云う の だ！ (次第に 語気 烈しくな 

る) 

やす子 (感動した 顔 を あげる) …… だって、 —— そ 

れは噓 ではありません ことよ。 貴方！ (凝つ と 良 三 を 



見る) 

良 三 噓 ではない つて —— 書く 動機が か？ 

やす子 ええ。 —— それ は 確に 少し 何だか …… そうね、 

芝居が かり かも 知れない けれども、 ほんと はほんと で 

す ことよ。 あの方 は、 ほんと にそうい う 感動に 打れ て 

お書きに なった のです わ —— (低い、 厳かな 声) 一体、 

貴方、 何 をな さった の？ 

良 三 何 をな すった？ ハハハ (神経 的な 笑) 細君 

に 迄そう 詰問され ちゃ あ 立つ瀬がない ね。 何でも あ 

り や あしない のさ、 (自 ずと 弁解 的な 口調に 落ちる) ほ 

ら、 いつだつ たか、 余程 前に、 岡 や 何かと 釣に 出かけ 



ようとし ている 時、 柳 田から 電話が 掛 つたこと が あつ 

たろう？ 

やす子 (手紙 をと りあげ、 見る ともなく 眺め、 考え 

に 沈んで いる) そうでし たかしら、 思い出せません わ。 

良 三 その 時、 奥さんが 自分で 電話に 出て、 僕に 来 

て くれと 云った のさ、 去年 生れた 子が、 どうも 呼吸器 

を 悪く している らしい からって ね。 然し、 僕の 方 だつ 

たま 

て 偶の 休みで、 せっかく 岡た ちと も 約束して あるの だ 

から、 事情 を 云って 断った の だ、 ほかに 仕様がな かつ 

たからね。 それ を 今日まで 根に持って いるの だ。 —— 

利口な ようで も 女 は 女 だね！ 



やす子 それだけ のこと！ (疑し そう) 

良 三 勿論 じゃあな いか！ (力瘤を入れる) その 時 

こう 云った の だ。 僕 も 今日は 偶の 休みで、 釣に 行く と 

ころで 駄目です から、 明日 病院の 方へ 連れて いらつ 

しゃいつ てね。 そうしたら、 怒った ような 声で、 戸外 

が 寒い のに 風に は 当てられません、 またい ずれ そのう 

ちに 致します つて 云って いたつ けが …… 一体、 何 さ、 

子供 をな くした 女親なん ていう もの は、 誰の 顔 を 見て 

も 食って かかりたい ものだろう さ、 泣きたい ならいく 

ら 泣いても 構わない が、 見当違いの 説法 だけ は 聞かさ 

れ たくない ものだね …… ああ、 ああ (坐った まま 擬勢 



的な 空 欠伸 をす る) 詰らない 商売 を 始めた もんだ！ 

やす子 (良 三の 様子 を 苦々 しげに 見る) 貴方。 よく 

そんな 平気な 風 をして いらっしゃれる のね、 お気の毒 

じゃあありません か。 一寸 電話で でもお 悔み を 云って 

おあげ 遊ばせよ。 あんなに 子供 を 命に してい らっしゃ 

る 方が …… 可哀 そうだ わ。 —— 何番？ (立とうと する) 

良 三 おい、 止せ 止せ。 下らない！ 

やす子 (中腰の まま) まあ。 何故？ そうすべ きも 

のではありません の？ 貴方。 

良 三 僕 はい や だよ。 妙に 人道主義者 振る の はよ し 

て くれ。 詰らない。 I 



第一 考えて 御覧な、 (だんだん 熱中す る) 医者 だって、 

人間 だよ。 人間なら、 偶に は 職務 以外の 楽しみ だって 

持ちた く 思う の は 当然だろう じゃあな いか。 

世の中に、 病人 ほど、 或は 病人の 近親 ほど 利己主義な 

者 はあり や あしない。 雨が 降ろう が 槍が 降ろう が、 

こっちで 一声、 病気 だと 云い さえ すれば、 忽ち 馳せ参 

じて 全力 を 傾倒す る もの だと、 てんから 定めて かかつ 

ている の だ。 柳 田の 奥さんが 癩に さわった の も、 つま 

リ 自負心 を 傷 けられた からな のさ。 若し 実際 それほど 

僕の 「霊 腕」 に 接した ければ、 翌日で もまた 改めて 迎 

えに 寄 来したら いい じゃあな いか、 自分の 方です る だ 



けの こと を尽 して 置き もしないで、 死なれる と 逆 捩 を 

喰わせて、 大いに 良心に 咎めさせよう とする なんか、 

随分 傲慢 きわま つ た 話 だ。 ただ 死んだ と いう 報告 だけ 

なら、 こちら だって 人間ら しい 気持で 純粋に 同情 もし 

て やれる が、 こんな、 思い知つ たか、 と 云うよう な 文 

句 を 投げつ けられて、 僕に は、 その上の 御機嫌 伺 迄 出 

来ない よ、 そういうの は、 馬鹿正直と いうんだ。 

やす子 それ は 奥さんの なさり かた も 感情的ね。 —— - 

でも …… 何だか 気が済ま ないよう じゃあありません 

の？ さっぱり しません わ、 電話 を かけましょう よ。 

良 三 —— 少し は胆 にこた えた か、 と 云って 奥さん 



は、 いよいよ 壮 重な 涙 を 「幾 百の 幼児の ために」 こぼ 

すだろう。 

やす子 随分 意地ず くね (目に止まらぬ 寂しき 笑) … 

…無理に かけようと は 申しません ことよ。 

良 三 (黙々 として 楊子 を 使いながら、 夕刊 を 見 は 

じめ る。 いくら 辛辣な 言葉 を 吐いても、 気分のう つと 

うし さは 散 じきらない という 様子) 

やす子 せっかくの 御飯が 台な しにな りました わね、 

いけなかった こと。 (努めて 良 三の 気 を 引 立た せよう 

とする 本能 的な 心づ かい。 ちょいちょい 彼の 方 を 見な 

がら、 食卓 を片 づけ 始める。) 



遠くで、 子供の 泣 声が する。 だんだん それが 近づく に 

つれて やす子の 注意が その 方に 集注 さ れ る。 

てしお なかゆび つま 

やす子 (手塩 を 親指と 央指 とで 抓み あげた まま、 耳 

を 立てる) つやち やんだ わ …… どうしたんだろう 今頃 

…… (振 返って、 茶箪笥の 上の 時計 を 見る) 

泣 声 はだん だん 近より、 八つ手の 植込みの かげの 部屋 

で、 

「さあ、 よい 子よ い 子、 つや子ち やま、 なき なきおや 



め あち よばせよ」 

と 子守が 節 をつ けて あやして いるの が 聞え る。 

子供 は 泣き止まない。 

やす子 (独白) 困る わね、 泣く と 連れて来 るんで す 

もの。 

やす子、 子守に 負ける もの かとい うように 食器 を 盆に 

こんろ 

のせたり、 水 焜炉の 火 を 長火鉢に 移したり する。 

がとうと う 気にな つ て 堪らなくな つ た 声で 子守 を 呼ぶ _ 



(可愛くて 堪らなそう にたみ の 手から とり、 頰 ずり を 

する。 顔 を 離し) ば あ！ (と 笑う) 

さあ、 いいお 顔 をして 頂戴、 いいお 顔 は どんなお 顔？ 

ほら、 いない いないば あ！ ね、 父ち やま、 はいはい 

はい！ 

つや子 を 膝の 上に 立た せ、 笑わせよう とする。 たみ 傍 

に 膝 をつ いて、 手 を 打ちながら 笑って 見せて いる。 子 

供 は、 笑いた そうにして は、 また 顰め 顔に なって 泣き 

出す。 



やす子 まあ、 どうした のだろう (子守に 向って) 余 

程 前から こんなな の？ 

た み いいえ、 それほど でも ございません。 何だか 

不意にお 泣き出し にな つ て …… 

やす子 どうしたんで しょうね 本当に。 

いろいろ やって 見る。 つや子の 機嫌 はなおらない。 

一 寸、 貴方！ (良 三の 背中 を 呼ぶ) 済みません けれど 

も 一 寸 見て やつ て 下さらない こと？ 

良 三 (やや 面倒く さそう に) おむつ だよ。 



やす子 そんな こと ある もんです か。 …… 取り かえて 

や つ て くれたろう？ 

た み 今一 寸前す つかりお なおし 致しました。 

やす子 それ だものね、 おむつ じゃあな いわね。 父 

ちゃ ま、 何でも、 おむつで は 困ります よって おっしゃ 

い、 つやち やん。 

ぱ ぱぱぱ (つや子の 小さい 指 を、 自分の 唇に 挾んで 鳴 

しながら、 あっち こっち 丸い 体を検 ベる。 ふと 右の 耳 

を 見る と 一緒に、 やす子の 顔 付が 変る。 あわてて つや 

子 を 横に 抱きな おし、 懸命な 顔で そこ を 見る。 ぞっと 

した 表情。 さっと 蒼くなる) まあ、 貴方！ 大変よ つ 



や 子の 耳が！ (震えながら、 なお もな おも 耳の 上に 屈 

む) 

良 三 耳が？ どうしたんだ。 (ぱっと 立って 来る) 

かたま 

やす子 耳から 血が、 これ、 こんな、 塊って 出て いる 

のよ。 

た み (顔色 を 変える) ほんと でございます か？ (二 

人の 間から 視き 込もうと する) 

やす子 ほら！ 御覧なさい。 こんなよ、 どうし ま 

しょう。 (せわしく 良 三と つや子の 顔に 眼 を 走せ る) 

良 三 (無意識に 緊張し、 そっと 耳の 周囲 を 押して 

見る、 つや子 火の ついた ように 泣く) 



やす子 (もう 真 蒼に なり、 我知らず 厳しい 声で) た 

みお 前 どうもし やしまい ね。 

た み (おろおろ する) まあ 奥様！ 

良 三 まあいい から、 早く あの 書斎の 机から 反射鏡 

を 持って来い。 銀色の 平べ つたい、 ほら 知って る だろ 

う、 黒い 柄の ある。 —— 

た み はい (立つ。 後から) 

やす子 熱度 計り もね、 赤い かさに 入った のよ。 

内部からで しょうか (灯に 視 くように する) 外に 傷 は 

ない わね。 

良 三 (自らなる 不安、 頭 を 重ねて やす子と 同じ 処 



を 見る ようにす る) どうした のかな、 変 だね、 急に こ 

んな 出血 をす るなん て、 まだ 新ら しく 出て 来る かい？ 

やす子 そうで もな さそう です わ。 

良 三 (頭 を つや子から 離し) 今迄 どうも ありあし 

なかつ たんだろ うね。 

やす子 (憤然とす る) そんな 不注意 だと 思って いらつ 

しゃる の？ さっきまで 平常の 通り だつ たんです わ… 

… (まるで 異 つた、 苦しげ な 涙の つまった 声。 一語 一 

語 力を入れて) 貴方 …… だいじょうぶ？ 

良 三 何が？ 

にら きま 

やす子 何が つて (睨む ように 顔 を 見合わせる) 定っ 



てる じゃあな いの、 若し …… 若し (泣き出す。 急に つ 

や 子 を 強く 抱きしめ) 可哀 そうにね、 つやち やん、 早 

くよ くな つて 頂戴！ ほんと にか あさんが 願う ことよ。 

堪らない わ、 私。 —— 痛い の？ え？ 痛む の？ 

良 三 (真剣に なって 来る) 痛い から 泣く のさ。 

の ぼ 

とにかく、 大切な お前から そう 上気せ あがって は 駄目 

だよ、 確かり しろ 確り！ 

ほい、 ほい、 つや子、 つや子。 (あやしながら 職業的な 

落 付 を 失わずに 脈 を 数える) ふむ。 

た み (殆ど 馳 けて 二 品 を 持って来る) はい。 

良 三 (反射鏡で 耳の 内部 を 照して 見る。 息 を 潜め 



た 周囲の 沈黙。 無言の 裡に 自分の 位置 を 変えたり、 つ 

や 子の 頭 を 動したり した 後) 見えない ね 一向。 中が 汚 

れ ている せ いだろう。 

やす子 (急に 良 三 をせ き 立てる) 仕様がな いわね。 

貴方で 駄目なら、 どうぞ 早く 横 田さん にお 掛けに なつ 

て 頂戴よ。 熱 を 計って 見ます から。 ね？ 

良 三 そうしょう。 (行き かける) 

やす子 (後から) 頭で も 冷して やらないで 大丈夫で 

しょうか。 

良 三 (廊下へ 踏み出しながら) まあ ともかく 聞い 

て 見よう。 (去る) 



やす子 (身 も 世 も あられない 様子で、 泣きじゃくる 

つや子の 顔 を 見つめる。 涙が ひとりでに 頰を 落ちる。 

強いて はっきりした 声で、 その 方 は 向かずに) たみ、 

ぱい ぱいさん を 持って来て 御覧。 

たみ はい。 空 ぱいで よろし ゆう ございま すか？ 

やす子 ああ。 早く。 

たみ、 急いで 茶簞笥 の ガラス 器の 中から ゴムの 乳首 を 

出して 来る。 

やす子、 片手で これ を つや子に あてがった まま 耳 を 澄 

ます、 ベルの 音。 話 声が はっきり 聞え て 来る。 



良 三の 声 あ、 番 町の 三千 九 百 五十六 番 …… ああ、 も 

しもし 横 田さん です か？ 先生 は 御 在宅です か？ そ 

う、 僕 は 中 西です が、 一 寸 電話口まで 出て 頂ける でしよ 

うか ええ、 どうぞ。 

やす子 (僅に ほっとし たらしく 囁く) いらっしゃる 

らしい ね。 

た み さようで ございま すね。 (共に きき 耳 を 立て 

る) 

良 三の 声 や あ 横 田 君 か？ せっかくお 休の 処を 偉い 

邪魔 をした ね。 —— いや、 どう 致して。 …… そうだろ 



うと も。 

実はね、 突然 だが、 うちの 赤坊 が、 先刻から 妙に 泣き 

立てる と 思ったら、 どうかして 耳に 少々 出血して いる 

のさ。 何 ヮ ああ、 見た がね、 駄目 だよ、 別に 脈搏 

に 異状 もない から 大した こと じゃあな かろうと 思 うん 

だが、 何しろ、 当人より 阿 母さんの 心配の 方が 激しい 

有様 だから 気の毒で も、 一 つ 来て 貰えないだろう か。 

若し 都合して 貰えれば、 直ぐ 車 を やる が。 

やす子 (確かり つや子 を 抱きながら、 一層 注意 を 傾 

ける) 

良 三の 声 フム、 フム、 そうかい —— それ は 困った な _ 



やす子 (思わず、 はっとす る、 つや子 を 抱いた まま 

立 上る。) 

良 三の 声 いいや、 決して そんな こと はない。 仕方が 

ない さ。 そうそう はお 互に 務 まりかね るから ね ハハハ 

(強いて 快活な 笑声) —— じゃあ そうして くれ 給え、 三 

谷に でも 訊いて 見よう、 ゥム 有難う、 じゃあ 失敬、 忙 

しい 処を 迷惑だった ね …… 失敬。 

ベルの 音。 

やす子 (まだ 姿の 現れない 良 三の 方に 顔 を 向けて、 



言葉 を かける。 非常に 焦 立った 不安な 声) どうで し 

て？ 駄目？ 

良 三 駄目 だと さ (云いながら 出て 来る) 謡の 会が 

あ つ て 自分が 主宰者 だから どうしても 今夜 は 抜けられ 

ない と 云 うんだ。 (わざと やす子 を 見ず、 つや子 を視 

き 込む) どう だね？ 

やす子 まあ！ 謡です つて？ 呑気ね、 (やす子 失 

望と 不安で 我知らず 自制 を 失う) 抜けられな いって、 

一晩中 掛 るの じゃあ、 あるまい し。 あの方の 謡なん か 

より、 つや子の 命の 方が、 よっぽど 大切です ことよ。 

(良 三 を 鋭く 見る) うんそう か つ て 引 込んで いら つ しゃ 



る 貴方 も 貴方ね。 

良 三 おい、 おい (たしなめる) 「奥さん」 になるな 

よ。 そう 無茶 を 云った つて 仕様がない じゃあな いか。 

(一 一重の 意味 ある 声) あの 男 だ つ て、 偶の 楽しみで あつ 

て 見れば フィ にされ たく もなかろ うさ。 (心に 湧く 感 

情 を、 強いて 紛らす ように、 髭の 辺 を 撫で、 部屋 を 歩 

き 廻り 始める) 

やす子 (忽ち、 或る こと を 直覚す る。 鋭い 表情で 良 

三 を 見詰める) 弁解？ 

やす子の 顔に は、 歴然と 不愉快、 嫌 厭の 表情が 現れる _ 



唇 を かみしめながら、 無言で 計 温 器 を 出し、 灯に すか 

して 見る。 殆ど 叱責す るよう な 語調。 

やす子 貴方！ 八 度 一分よ。 (緊張した 沈黙、 じつ 

と 喰い 入る ように 落 付かない 良 三 を 睨まえ ていた やす 

子 は、 怒った 牝 獅子の ように 憒 然として) 貴方！ (唇 

が 震える。 それ をぐ つと 堪え) 私 は、 貴方の 意地で、 

子供 を 殺して はいられません よ。 

良 三 (打 たれた ように、 やす子 を 見る。 つや子 を 

見る。 益々 落 付きな く 部屋 を 歩き 廻り、 立 止り、 何 か 

云おうと する。 が、 止め、 遽 しく 部屋 を 出、 廊下に 



消える。 ) 

やがて ベルの 音。 

良 三の 声 (沈んで 重々 しく) 小石 川の 九 百 五十 二番 _ 

やす子、 思わず 深い 深い 溜 息をつき、 つや子 を 見、 涙 

を ほろほろと こぼす。 彼女 は 立った まま、 たみ、 膝 を 

ついて 中腰に なった まま 等しく 眼 を 据えて、 電話の 方 

に 耳 を 欹 てる。 —— 

非常に、 静に、 幕。 
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